
の
学
校
生
活
を
支
援
す
る
特

別
支
援
介
助
員
の
配
置
基
準

を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
支
援

体
制
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

の
か
。

答
こ
れ
ま
で
は
、
障
が
い

の
状
態
に
応
じ
て
特
定
の
児

童
に
介
助
員
を
配
置
し
て
お

り
、
結
果
的
に
１
人
の
介
助

員
が
複
数
の
学
級
を
ケ
ア
す

る
な
ど
、
支
援
が
行
き
届
い

て
い
な
い
課
題
が
あ
っ
た
。

変
更
後
は
、
学
級
に
対
し
て

基
準
に
基
づ
い
た
人
数
を
配

置
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
よ

り
も
行
き
届
い
た
支
援
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

討
論
・
採
決

【
反
対
討
論
】

議
第
４
号
一
般
会
計

　

生
活
道
路
の
整
備
や
子
育

て
支
援
の
拡
充
な
ど
市
民
生

活
に
配
慮
し
た
内
容
も
盛
り

込
ま
れ
て
お
り
、
前
進
は
見

ら
れ
る
も
の
の
、
松
浜
２
工

区
の
埋
め
立
て
事
業
、
三
原

内
港
の
再
生
及
び
観
光
Ｄ
Ｍ

Ｃ
へ
の
多
額
の
補
助
金
の
継

続
な
ど
市
民
の
願
い
と
か
け

離
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
事
業

は
推
進
す
べ
き
で
は
な
い
。

議
第
12
号
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計

議
第
22
号
水
道
事
業
会
計

　

本
市
の
安
心
安
全
な
お
い

し
い
水
を
自
前
で
確
保
す
る

こ
と
か
ら
か
け
離
れ
て
い
く

企
業
団
設
立
準
備
協
議
会
へ

の
参
加
は
す
べ
き
で
は
な
い
。

議
第
28
号
〜
30
号
財
産
の
減

額
貸
付

　

不
明
瞭
で
不
透
明
な
点
が

あ
る
財
産
の
減
額
貸
付
け
は

認
め
ら
れ
な
い
。

【
賛
成
討
論
】

付
託
さ
れ
た
全
て
の
議
案

　

市
民
の
声
を
一
つ
ひ
と
つ

大
切
に
し
て
、
子
育
て
支
援

や
女
性
活
躍
に
特
に
力
を
入

れ
る
今
回
の
予
算
は
、
子
ど

も
た
ち
を
守
り
育
て
て
い
く

と
と
も
に
、
全
て
の
人
が
持

ち
味
を
発
揮
し
、
生
き
生
き

と
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。

　

本
市
の
骨
格
を
な
す
重
要

事
業
や
多
数
の
新
規
事
業
に

取
り
組
む
予
算
編
成
が
な
さ

れ
て
お
り
、
評
価
で
き
る
。

【
委
員
会
で
の
採
決
】

　

議
第
４
号
、12
号
、22
号
、

28
号
〜
30
号
に
つ
い
て
は
、

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
を
も
っ
て
、
他
22
件
に
つ

い
て
は
、
全
員
一
致
で
原
案

ど
お
り
可
決
し
た
。

補
正
予
算
特
別
委
員
会
（
質
疑
の
抜
粋
）

り
組
む
。

子
ど
も
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

問
本
市
に
お
い
て
先
行
し

て
始
ま
っ
て
い
る
12
歳
以
上

の
子
ど
も
に
対
し
て
の
重
篤

な
副
反
応
な
ど
は
確
認
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答
12
歳
か
ら
19
歳
ま
で
の

子
ど
も
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
は
、
対
象
者

６
４
６
２
人
に
対
し
、
２
回

接
種
し
て
い
る
割
合
が
73
・

８
％
の
状
況
で
あ
る
が
、
重

篤
な
副
反
応
の
報
告
は
な

い
。

問
５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の

子
ど
も
に
広
げ
る
こ
と
に
不

安
視
す
る
声
に
ど
の
よ
う
な

方
法
で
安
全
性
の
周
知
・
啓

発
を
図
っ
て
い
る
の
か
。

答
ワ
ク
チ
ン
接
種
券
を
送

付
す
る
際
に
、
市
独
自
で
作

成
し
た
子
ど
も
に
も
分
か
り

や
す
い
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関

す
る
資
料
を
同
封
し
て
い

る
。

第
１
回
臨
時
会

住
民
税
非
課
税
世
帯
、
家
計

急
変
世
帯
へ
の
給
付
金

問
住
民
税
非
課
税
世
帯

は
、
家
計
へ
の
影
響
の
有
無

を
要
件
と
は
し
て
い
な
い
の

か
。

答
家
計
へ
の
影
響
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
一
律
で
給
付

対
象
と
な
る
。

問
高
齢
者
世
帯
へ
の
申
請

時
の
サ
ポ
ー
ト
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
問
い
合
わ
せ
に
関
し
て

は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設

す
る
予
定
と
し
て
お
り
、
対

象
者
か
ら
の
相
談
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
高
齢

者
に
つ
い
て
は
、
民
生
委
員

と
も
連
携
を
図
る
こ
と
で
、

申
請
の
支
援
を
行
い
た
い
。

第
２
回
定
例
会

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
所
有

者
の
転
入
・
転
出
手
続
き

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

所
有
者
の
転
入
・
転
出
手
続

き
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
で
転
出
手
続
き
を
し
た

場
合
、
そ
の
日
の
う
ち
に
転

入
地
の
窓
口
で
転
入
手
続
き

が
可
能
か
。

答
オ
ン
ラ
イ
ン
で
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
か
ら
入
力
し
た
情

報
が
、
即
時
か
つ
正
常
に

デ
ー
タ
送
信
さ
れ
れ
ば
、
手

続
き
は
可
能
と
な
る
。

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
費
補

助問
申
請
件
数
が
見
込
み
を

下
回
っ
た
要
因
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。
継
続

し
て
い
く
上
で
、
申
請
件
数

を
伸
ば
す
改
善
点
は
何
か
。

答
要
因
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
取
得
と
地
域
活

動
参
加
を
条
件
と
し
て
い
る

点
が
あ
る
。
特
に
地
域
活
動

参
加
に
対
し
て
漠
然
と
し
た

不
安
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
活
動
内
容
を
丁
寧
に
説

明
す
る
と
と
も
に
受
け
入
れ

先
町
内
会
へ
の
啓
発
に
も
取

補
正
予
算
特
別
委
員
会
の
概
要

　

第
１
回
臨
時
会
（
１
月
26
日
）
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）
他
１
議
案

に
つ
い
て
、
第
２
回
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）
他
９
件
に
つ
い

て
審
査
し
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に
抗
議
す
る
決
議
（
要
約
）

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
一
方
的
な
軍
事
侵
攻
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
家
の
主
権
と

国
民
の
安
全
性
を
著
し
く
脅
か
す
も
の
で
あ
り
、
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
、
核
兵
器
の
使
用
を
示
唆
す
る
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
発
言
は
、
非
核
・
平
和

都
市
を
宣
言
す
る
本
市
に
お
い
て
、
到
底
容
認
で
き
な
い
。

　

本
市
議
会
は
、
ロ
シ
ア
に
対
し
武
力
行
使
の
停
止
と
即
時
撤
退
を
、
政
府
に
は
、
平

和
的
な
解
決
に
向
け
、
迅
速
か
つ
強
力
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　

本
市
議
会
が
平
和
的
・
秩
序
的
な
国
際
社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
、
こ
こ

に
決
議
す
る
。 

令
和
４
年
３
月
３
日　

三
原
市
議
会
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